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一 般 相 談
□ 区役所| 帛区民相談室
相蔽日は、二t・n● 日・祝Hを
除く毎n、T蒭9畤～乍後4畤

□ 丙新井区民ホール
衵談日は、火● 日除く毎11
午前1備考～午後4・1

昭
和五十
八年度

上
半
期
財
政
状
況

公
表
し
ま
す

区
の
家
計
簿

夲
区
財
政
の
実
懸
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
。
よ
り
】
層
の
ご
協
力
を
お
噸
い
す

る
た
め
に
財
政
状
況
の
公
表
を
毎
年
2
回
、
6
月
と
1
2

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
5
8
年
度
上
半
期
　

(
4
月
～
9
月
)
の
財
政
状
況
と
1
1
月
の
区
議
会
で
本

認
さ
れ
た
5
7年
度
決
算
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計

58年度予算については。4 月5 日号でその慨要をお知ら
せしましたか, その後6月議会で15{ $9, 300万円, 911 議会
で2億7, 800万円の補正を行いました。これにより今年度の
・般会計干算は1, 113世5, 300万円となりました。この子算
総額に紂する収人率岐ぴ執行凖は予算執行状況のとおりで
す。

国民 健康保険特別会計 老人保健医療特別会計

昭和58年度一般会計予算執行状況( 58. 9. 30現在) 特別区債の現在高

区民負担の概況
あなたの納め昜区鬢1, 000円は、このように使われています。

区民支出・区民負担の うつりかわり

区有財産の現況

一時借入金
区か行う仕事で、-一時的に資金が不足したとき、その不足

を補うために。鈿行などから借・J入れる資令です。
58年度上半期( 58年4月1日～9月3e日) には45檍円を借

り入れ、全額返済しています。

覯水水略の豊備( 3 ヶ年計画2 年次)

見沼代川水…… …… …… …… …… 5116r 3111 力111

○ 福祉の充実
老人館建設1児童館併設1…… …… …… 5 僮6T 一万円
柬六月町心身障害通所j l l練施設の運営…… 6 自1万円
江北保健相談所改築… …… …… … 4 億8 千9 百万円

心身障害者福祉予当の支絵…… ……… …… … 31息111
ねたき' j 老人巡回入浴事業… ……… … l f 8r i 万円

○ 災害に強いまちづくり
防災貯水槽設置{ 2 ヶ所3 …… ……… 1 千6 百万円
災害備書龠嘩の運営… … ……… ……… …… 2 千万円
都市整備指導( 不燃化促進) … …… …… 2 于自1万円

○ 教育の充実
佼舎内外曩…… …… …… ……… … 2 億8 千2 百万円
特色ある学校づくりの整備…… …… … 3 千9 百万円
野外活動センター建設{ 2ヶ年計画1年次}… 5 予万円
中央本町プール建設…… ……… … 2 塘5 千3 百万円

塩原林間学園建設( 2ヶ年計画1年次)・・・12£2 百万円
婦人行動計画策定… …… …… ……………… 8 百万円

昭和57年度一般会計決算額対前年度比較

57年度に行った主な新規・拡充事業

○ 生活基盤の整備
t 予註釈西口広場改良計百… ……… ……… 5 百万円
遠路新設改良……… …… …… ……… … 15僖3 于万円

公共下水遍整備…… …… …… …… 44億4- F5 百万円

○ 活力とふれあいのあるまちづくり
モデル商店街事業… …… …… ……… …… … 5 百万円
区制5e圃年記念事業…… …… ……… … 9f 5 百万円
中小企業助労者共済会準備… ……… …… … 6 百万円

昭和57年度　決 算 のあ らま し
昭 和57 年 度 決算 概 要

<4面へ続く>
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健
康
な
か
ら
だ
は

日
ご
ろ
の
検
診
か
ら

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対

象
　

▼
臂
の
検
診
・・・
膺
三
十

五
鐡

以
上
の
区
民

▼
子
宮
か
ん
検
診

・
・・
膺
已
十
破
以
上
の
区
民
(

た

だ

し
、
い
ず
れ
も
過
去
一
年
以
内

に

検
修

を
受

け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
程
　
下
表
!
の
と
お
り

費
用
　
冐
の
検
診
、
子
宮
か
ん
検
診

と
も
六
百
円
(
た
だ
し
、
生
活
保

蹼
世
帯
の
方
は

生
保
の

し
お
り

住
民
税
非
擽
税
世
布
の

方
は
住
民

観
非
課
税
証
明
一

を
当
日

持
翦
す

れ
ば
免
除
さ
れ
ま
す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
▼
胃
の
検
診
　

・
・
・
冐
の
手
術
を
し
た
方
や
冐
の
病

気
で
冶
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い

る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方

▼
子
宮
か
ん
検
診
・
・・

生
理
中
の

方
、
婦
人
科
医
で
治

療

中
の
方

申
込
方
法
　

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
検

診
名
・
検
砂
日
・
検
診
鳩
所
、
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
性
別
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
一
晒
番
气

足

立
保
鷓
所
で
子
宮
か
ん
検

診
を

受

診
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は

、
受

眇

日
、
番

号
を
記
入
の
う
え

申
し

込

ん
で

く
だ
さ
い
(

一
人
一
枚
限

り
)

申
込

期
限
　

い
ず
れ
も
十
二
月
二
十

四
日
(

当

日
消
印

有
効
)

C
」
註
χ
}
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
勿
、
子

宮
が
ん
検
診
に
限
り
抽
遇
に
も
れ

た
方
は
、
区
内
の
嘶
婦
人
科
医
で

検
診
(
費
用
は
同
じ
)
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
東
京
都
か
ん
検
診
セ

ン
タ
ー
で
検
皿
希
望
の
方
お
よ
ひ

子
宮
か
ん
検
診
の
産
婦
人
科
医
で

受
診
さ
れ
る
方
は
、鷽
散
衣
交
付

の
た
め
、所
管
の
保
健
所
や
保
健

相
映
所

に
ね
い
で
い
た
だ

き
ま

す

申
込

・
問
合
せ
先
　

足
立
保

鱗
所

(
〒
Ⅲ
伊

具
町
町
沼
一
一
五

七
-

六
　

　
(

五
五
一

四
一
五

一
)

一
月
の献

血
予
定

▽
四
日
(

水
)
・・
・
北
千

注
釈
西
口

。

竹
の
豢
駅
東
口

▽
五
日
(

木
)
・・
・
}四
新
井
駅

東
口

▽
六
日
(

金
)
・・
・
区

役
所

本
斤
舎

▽

七
日
(

土
)
・・・
北
千
注
取

酉
口

▽

九
日
(

月
)
・・・
竹
の
塚
駅

東
口

▽

十
一
日
(
水
)
…
西
新
井
駅

東
口

。

北
千

住
取
酉
口

▽
十

二
日
(
木
T

足
立
皿
業
訓
練

校

▽
十
四
日
(

土
)
・・・
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
六
日
(

月
)

・・・
北
千
佳
駅
西
口

▽
十
(

日
(

水
)
・・・
足
立
観
務
一

▽
十
九
日
(

木
)

・・・
西
新
井
釈
東
口

▽
二
十
日
(
金
T

竹
の

塚
駅
東
口
・

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
鴬
綾
緬
店

▽
二
十
三
日
(
月
T

北
千

住
駅
西
口

▽
二
十
五
日
(

水
)

・・・
第
十
二
出
張

所

・
飯
田
百
貨
店

良
浜
店
(

商
浜

七
丁
目
)

▽
二
十
(

旦

土
)
・・
・
西
新
井

取
東
口

▽

二
十
九
日
(
日
)
・・
・
丸
脾
木

材
(

保

敏
町
)

▽
三

十
日
(

月
)
・・
・
北
千
住
駅
丙
口

▽
三

十
一一
日
(
火
)
・・
・
竹
の
塚
駅
東
口

時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

午

憮
'
一
時
三
十
分
(

た
だ
し
昼
食
休

鷦
時
間
は
除

く
)

間
舍
擘
先
保
健
予
防
係
、
裏
郎
赤

十
字
血
被

セ
ン

タ
ー
(

　
六
九
三
　

一

五
七
〇

一
)

老
人
保
健
法

健
康
診
査

四
卜
歳
以
上
の
力

を
対
象

に

、
区

で

は
老
人
保
健
法
健
康
診
査

を・
保
健

所
・
保
健
相
岐
所
で
行
っ
て
い
ま

す

。

障
畛
日
は

、
衰
Ⅱ

の
と
お
り
で

す

の
で

。所
曾
の

保
障
所
・
保
健
相

岐
酒

へ
S

話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

。

な
お
、こ
の
健
康
診
査
の
実
施
に

よ
り
、今
ま
で
週
二
四
回
行
っ
て
い
た

一
般
健
康
柵
岐
力
-
つ
ち
、千
位
保
健

所
の
月
曜
日

、
江

北
お
よ
ひ
東
和
保

健
相
談
所
の
木
一

日

、
中
央
本
町
保

鰉
相
談
所
の
人
曜

日
は
火
廠
し
な
く

な
り
ま
し
气

一
河

意
く
だ
さ
い

。

費
用
　
▼
-
1
般
健
康
診
査
酉
円

▼
精
密
診
査

。n
i口
円
(

上
活
保

謾
世
帯
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
免
除
)

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
力
は
、必

ず
持
S
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
診
査
の
検
査
内
容
問
畛
、身

体
計
測
、血
圧
測
定
、取
検
査
等

(
峡
査
の
結
果
、必
要
が
あ
る
と

さ
れ
た
力
は
、精
密
診
査
も
行
い
t

す
)

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、足
立
保

健
所
(
　
【

五
五
一

四
一
五

】)
、

江
北
保
健
相
談
所
(
　
(
九
六
-

四
O
O
四
)
、千
住
保
胯
町
(
　
八

八
八
-

四

二
七
匕
)
、東
和
保
健
相

旅
所
(

　
(

‥
六
一

四
一
七
一
)

、

中
央
本
町

保
健
相
談
所
(

　
(
(
　

〇
一

一

一
六
五
)

表I　 検診日程表

表Ⅱ　老人保健法健康診査日程一覧表

年
末
年
始
の
区
役
所
窓
口
案
内

区
役
所
め
年
末
年
始
力
崋
務
取
S

年
末
は
ニ
ー
(
日
(
水
)
で
終

扱
い
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

り
。
新
年
は
。
四
日
(
水
)
か
ら

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

業
務
ふ
始
め
ま
す
。

区立上総湊
健康学園
入園あんない

お
子
さ
ん
が
、
「
体
が
弱
い
」

『
ぜ
ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
る
』

「
病
気
に
か
か
り
や
す
い
」
「
偏

食

が
は

げ
し
い
」
「
食

が
細
い
≒
肥

満
で
運
助

鑠

ど

等
で

、
ご
心
配

の
力
は
子

ど
も
さ
ん
の

将
来
の

た
め

に

、
今
の

う
ち
に

ぜ
ひ

健
康
を
と

り
も

ど
し
て

お
く
こ
と

を
お
考
え

く
だ
さ
い

。

恵
ま

れ
た

自
然
環
鷹

ゐ
椥
・
、、
小
人
取
の

ク

ラ
ス
に
よ
る
、
き
め
細
か
い
学
習

拑
導
と
健
康
指
毒
が
受
け
ら
れ
、

夜
は
保
母
や
番
鞭
婦
が
日
常
の
丗

話
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
小
学
校
三
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
各
学
年
二
十
名

(
合
計
(
十
名
)

費
用
　
一
ヵ
月
約
一
万

(
千
円
(
家
庭
の
事

情
に
よ
り
、
臧
額
、

免
除
の
制
度
も
あ
り

ま
す
)

入
園
手
続
　
現
在
通
学

し
て
い
る
幸
級
の
袒

任
・
養
護
の
先
生
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申
込
期
限
　
一
月
三
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係

尾
竹
橋
公
園

休
園
の
お
知
ら
せ

衂
竹
橋
公
一

は

、
エ

奉
の
た
め

、

東
側
一
郎

を
昭
和

五
十
九
年
三
月
十

。九
日
ま
で
休
圃

し
ま

す

。

く
わ
し
く
は

、公

圃
課

工
事
係
へ

。

福
祉

事

業
あ

ん
な

い

心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
江
北
分
室

訓
練
希
望
者
募
集

在
宅
障
害
者
の
訓
練
の
場

と
し
て

江
北
分
室
か
昭
和

五
卜
九
年

川
し

闘
殴
し
ま
す
。

□
出
張
機
能
訓
練
事
業

江
北
分
室
へ
の
過
所
が
可
艇
な
肢

体
不
自
由
矜
に
対
し
、
社
会
復
帰
へ

の
揩
導
、
馴
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
回
数
　
原
則
と
し
て
週
回

募
集
人
員
　
・
べ
名

□
職
業
前
訓
練
事
業

作
業
馴
練
を
通
し
、
作
業
へ
の
適

応
や
耐
久
性
を
4
め
職
葉
復
帰
ふ
'
め

ぎ
し
ま
す
。

訓
練
回
数
　
遍
二
旧

募
集
人
員
　
籵
名

選
考
　
心
身
障
害
礦
祉
セ
、
'
ヶ
-
の

医
師
等
の
判
定
に
よ
り

適
所

者
か
‘

選
考
し
ま
す

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
ま
た
は
一
話

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
(
日
ま
で

(
土
・
日
一
日
を
除
く
)
午
前
十
　

時～
午
餓
二
時

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
北
分

室
(

　
(

九
六
-

レ

亡
)

ぶ

身
S

害
福
祉
セ

レ
タ
ー
{
　
八
(

『
エ
(

「
だ

」

国
民
年
金
相
談

日
時
　
月
六
川
(
血
)
午
前
十
時

～
午
倹
二
時一
‘
卜
分

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
踝

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・

難
病
患
者
福
祉
手
当
の

定
時
払
い

昭
和
五
卜
(
年
十
二
月
期
の
福
祉

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
尺
月
～
十

一
月
分
)
。
心
身
障
害
者
柵
祉
手
当
、

難
病
思
者
福
祉
手
肖
叉
給
者
の
万

に
、
別
に
支
払
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
今
回
支
始
分
の
う
ち
十
月
分

か
ら
月
額
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

※
三
級
手
当
受
給
者
の
方
は
。
い
ま

ま
で
ど
お
り
月
額
二
千
五
百
円
で

す
。

支
払
日
　
t
二
月
二
L
五
日
頃

問
合
せ
先
　
陣
害
福
祉
係

生
活
保
護
世
帯
に

見
舞
金
を
支
給

ほ
で
は
十

二
月

一
日
現
在
、
生
活

保
護

を
受
給

巾
で

あ
っ
て
・瓜
日
以
降

も
継
続

さ
れ

る
見
込

み
の

あ
る
世
帯

に
見
舞
金
ふ
'
差
し
あ
げ
ま
す
。

支
給
金
額
　
▽
一
人
世
幣
・
・
・
三
千
二

百
円
▽
二
人
世
帯
は
四
千
二
百

円
▽
‘
一
。
人
世
帯
・
-
・
K
千
三
百
円
　

▽
四
人
世

帯
二
(

千

五

百

円
　

▽
五
人
以
上
の

世
帯
・・・
七
千
七
百

円

を
支
給

し
ま
す
(
た
だ
し
、哨
身

入
院
世
帯
は

二
千
一
一
百
円

で
す
)

支
払
方
法
　
十
二
月
二
十
三
日
に
各

佃
人
の
預

金
口

座
に
振
込
み
ま
す

※
な
お
、
保

護
費

を
口
座
振
替
に
し

て
い
な
い
方

に
は

、
一
月
下

旬
に
別

途
支
給
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　

援

護
係

昭和59年4月の入室児募集
区立学童保育室

昭
和
五
十
九
年
四
月
入
室
の
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
室
で
き
る
児
童
　
円
川
か
ら
小
字
校
!

三
年
生
に
な
る
児

童

申
込
で
き
る
方
　
保
護
片
が
一
い
て
い
た

O
、
長
刈
の
病

気
S

う
た
め
に
下
校
後
の

児
童
の
面
倒
を
み
る
こ

と
か
で

き
な
い
万

定

員
　

保
宵
窒

あ
た
り

四
卜
名

保
護
者
負
担
金
　
川
獺
二
千
卜
円

(
児
童
一
人
分
)

申
込
期
間
　

肩

匕
日
大

旱

口

申
込
に
必
要
な
も
の
巾
脯
一
、
譌
査
嗇
、

勤
務
証
明
魯
(

用

紙
は

各
保
育
窓
に
あ
り

ま
す
)

、
印
か
ん

《
ご
注
意
》
　
▼
私
立
み
ど
O
学
童
保
育
ク

ラ
プ
(
興
木
小
学
校
内
(
九
(
-
匕
　

二
呷
・
)
に
入
学
希
J
の
方
は
卮
接
ク
ラ
　

プ
ヘ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
▼
高
野

(
小
学
校
内
)
・
舎
人
(
セ
ン
タ
ー
用
地
内
)

学
童
保
育
童
は
、
四
川
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

西
斬
井
本
町
・
舎
人
児

康
館
に
移
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
希
望
す
る
学
亰
似
'
‥
M

学 童 保育 室一 覧 表

年
末
年
始
の
休
日
診
療
所

十
二
月

二
十
九
日
か
ら
一
月
三

日
ま
で
診

療
を
行

い
ま
す
。

▼
内
科
・
小
児
科
・・・
千

住
(

　
(

七
〇
I
O

円
六
一
)
・
竹
の
家
(
　

八
(

五
-

五
四
二

こ

・
東
和
(
　

六
二
九
-

七
(
(

一
)
・
江
北
(
　

八
九
六
一

四
〇
一

〇
)
の

き
休
日

診
療
所
(
千
住
・
竹
の
塚
は
、
準

夜
間

診
療
も
行
い
ま
す
)

▼
歯
科
・
・
・
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
康

所
(
　
(
(
五
一
五
四
三
)
　
　
診
療
受
付
時
間

は
、
午
恥

十
時

か
ら
午

後
四
時
(

準
夜
は
、
午

後

五

時
～

九
時
三
十
分
)
ま
で
で

す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

三
月
利
用
は
。
左
表
の
と
お
り

で
す
。

な
お
、
(
ガ
キ
は
一
保
養
所
一

グ
ル
ー
プ
一
枚
に
限
り
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相談

区
民
相
談
室

午
後
一
時
～
四
時

(受
付
は
三
時
ま
で
)

▽
注
悸
托
鷓
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
昭
日

(
第

庁
夲
‥は
第

一
水
曜
日
の
み
‘

▽
杖
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
4

週
令
曜
日

▽
什
畝
相
談
…
…
…
…
…

毎
月
祁

令
曜
日

▽
人
権
身
の
上
相
談
…
…

毎
月
第

火
曜
日

区
民
相
談
室
　
午
前
九
時～
午
後
四
時

(
+
'旬
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
・・・
上
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
卜

▽
結
婚
相
談
・・・
木
・
H

・
祭
日
を
除
く
縁
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
…
り
曜
H
I

金
曜
卜

1月の安売りデ

ー 青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
H

卜
八
卜

《
黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
‘

水

産

物
…
…
…
…
…
…
……

片
・
L
H

(か日
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
呎
ゝ

豚

肉
…
…
一
月
卜
四
H
・
ス
ト
ハ
日

'、赤
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
叭
ヾ



あ だ ち 広 報第636 号( 3)

野菜や花づくり

区 民 農園
利用者募集

区
民
興
网
の
利
川
M
6
‘
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
農
園
▼
扇
区
民
農
園

〔
六
卜
区
画
〕・
"
扇
j

一
七
(

西

新
井
駅
か
ら
池
袋

江
北

円
丁
目

下
雖
徒
歩
斤
分
)

▼
皿
沼
K

民

農
園
〔
百
区
画
〕
・
・・
皿
沼

ニ
ー
ニ
(

西
新
井
駅
か
ら
・
皿
沼
納

輿
バ
ス

谷
在
衣

団
地
下
串
徒
歩

九
分
)

▼
占
千
谷
区
心
珊
濶
〔百
卜
区
鹵
〕

:
-
古
千
谷
〒
」
j
て
竹
の
塚

駅

か
ら

人
谷
哨
環
(

ス
占
F

谷
駐

在
所
下

嗽
徒
歩
二
岔

▼
内
伊

鉤

卜
心
農
剛
〔
百
区
両
〕
・
・・
内
伊

興
町

ご

よ

竹
の
塚
駅
か
ら
人
谷

循
璋

バ
ス
東

古
千

谷
下
陬
徒
歩
厶

分

▼
内
伊
興

吉
浜
区

民

農

園

〔
百
万
t

区
画
〕・
=
内
伊
興
町
匕
一

七
(

竹
力
塚
駅

か
ら
入
谷
循
渊
バ

ス
伊
興
町
古
浜
下
取

徒
歩
六
分
)

利
用
期
間
　

昭
和

五
十
凡
年
二
月
上

旬
!

翌
年
一
月

末

申
込
資
格
　
区
内
在
僅
の
世
帯
べ

耕
作
地
か
な

く
園
芸

に
熟
黨
の
あ

る
世
帯
(

重
複
刀
申

し
込
み

は
全

酩
無
効
と
な
り
ま
す
)

利
用
条
件
　
▼
野
菜
や
花
か
栽
培
に

限
り
t
す
▼
種
苗
・
肥
利
な
ど

は

自
己
負
批
で
す

運
営
費
負
担
　
年
額
五
千
円
(
連
甘

賢

は
途
巾
で
返
皿
し
ま
せ
ん
)

申
込

方
法
　

必
r

往
復
(

ガ
キ

や
I便

用

し
、
希
望
す
る
農
間
名
、
申
込

世

帯
主
名
、住
所
、家
族
構
成
(

氏

名

、
乍
齢
)

、
I

銛
毒
号

を
記
入

の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
(

返
僧
用
(

ガ
キ
に

も
住
所

を
忘

れ
ず
に
一

い
て
く
だ

さ
い
)

。
継

続
申
込
の
方
は
、
従
的
の
区

画
番

号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

申
込

期
限
　

十
二
月
二
十
八
日
(

当

日

消
印

有
効
)

※

な
お
。
雛
帯
に
六
十
歳
以
廴
で
利

用

す
る
方
か
い
る
場
合
は
、
老

人
コ

ー
ナ

ー
希
望
と
記
入
し
て

く

だ

さ

い
。
ま
た
。
巾
し
込
み
多
&

の
場

介

は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係
　

(
〒
川
千

佳
一
!

四
上
(
)

足立

区

コミュニティ文化・

スポーツ公社だより

□
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
か
ら
の
お

知
ら
せ

十
二
月
か
ら

ア
ス
レ
チ
'

ク

ル
ー

ム
は
月
一

日

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
'
r
レ
ー

ニ
ン
グ
時
間
は
徒
来
の

平
日
時
間
と
同

じ
で

す
。

な
お
、
こ

れ
に
と
も
な
い
日
一

・

祭
日
の
教
室
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
間

も
変
更
と
な
り
ま
し

た

。

▽
午
肘
十
時
～

十
一
時
三
十
分

▽
午
後
二
吟
?
三
時
三
し
分

スポーツセンター事業案内　TEL859- 8211

※ 硬人テニスni の参l l l希9 名‘ , I釘111, ガヽ キ|こ11j i・氏名・; |'齡・竈, ; l l s j・・樋ψ g を, : c　
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お
気
軽
に
ご
参
加
を

新
年
ラ
ジ
オ

体
操
大
会

日
時
　

一
口

口
(

月
)

▽
集
介

・
・・
午
前

七
時
四

卜
分

▽
開
始
・
・・

午
前
(

吟
か
ら

会
場
　

荒
川
河
川
験

西
新
井

橋
緑
地

多
目
的
運
動
場
(

西
新
井
橋
北
側

ド
流
・
雨
天
眄

は
区

立
本
木
東
小

学
校
体
育
卵
)

後
援
　

教
育
委
員
公

・
区

体
育
協
会

主
催
・
問
合
せ
先
　

区
ラ

ジ
オ
体
操

会
運
螢

き
ベ
ヘ

七
―
い
嶇

九

婦
人
水
泳

初
心
者
教
室

日
時
　

一
月

ご
I

七
日
・
ニ
ト
(
H

・

三
1

一
日

、
二
月

二
卜
・
一
百

午

前
九
時
二
十
分
～

上

時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象
　

区
内
飛
住
で

五
日

間
受
講
で

き
る
士
(

歳
以
上
の
女

性
の

方

内
容
　
初
心
者
(
泳
げ
な
い
入
)
を

対
象
に
、
け
伸
び
、
バ
タ
足
二
向

か
ぷ
り
等
、
初

歩
の
指

導
倉
行
い

ま
す

定
員
　

百
名
(

抽
選
)

受
講
料
　
無
科

申
込
方
法
　
作
復
(
ガ
キ
に
圧
町
、

氏
名
、
年
齢
、
一

朗
番

号
ふ
'明
肥

し
て
巾
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込

期
限
　
t

一
月

卜
五
日
(

当

日

消
印

有
効
)

《
注
意
》
初
日
に
健
康
診
断
古

(
耳

月

以
内
の
も
の
)

を
提
心

す
る
こ

と

▽
参
加
中
は
必

ず
健

康

保
険
証

を
持
参
す
る
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　

竹
卜
塚
岨
水
プ

ー
ル
(

〒
Ⅲ

内
ほ
木
間
円
―
ツ
じ

一

一
(

ひ
、ヽ
犬

二
二
)

成
人
学
校

受
講
生
募
集

科
目
・
内
容
・
日
時
　
▼
ビ
冫
『
l
y
　

を
学
ぼ
う
・
・
・
ビ
冫
ミ
ン
に
つ
い
こ

の
正
し
い
知
識
う
学
習
と
調
理
実

習
气
り
二
十
七
日
九
百
一
了

(
日
、
毎
週
火
・
金
町
日
{
制
↑

回
ぺ
午
後
六
時
十
分
!
(
叶
一

十
分
)
▼
魚
彩
魚
拓
科
・
・
・
カ
ラ

ー
に
よ
る
新
し
い
手
法
▼
盆
景

科
・
』
・
盆
景
の
制
作
(
色
彩
魚
拓
　

科
・
盆
景
科
と
も
、
-
1
月
Υ
七

日～
二
月
十
日
、
毎
週
火
・
金
曜

日
《
計
五
回
》
、
午
後
叶
一
丁
分
?

一
心

下

分
)

場
所
　
宵
乍
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
二
成
人

費
用
　
無
料
(
教
材
賢
は
一
日
己
負
担
)

定
員
　

各
渭
座

一
十
名
(

抽
選
)

申
込
方
法
　
往
硬
(
ガ
キ
に
'
m

す
る
科
目
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
川
、
職
業
、
連
絡
先
竃
話
番
吩

4
'
明
紀
し
巾
-
込
八
こ
沁

申
込
期
限
　

り
I

川

石

日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ

先
　

夊
化
係
(

〒
1
7
0
　

千

佳
・
―
四
―

八
)

老

人

会

館
手

芸

教

室

日
時
　
昭
和
五
し
t
年
月～
一
月

の
第
二
・
第
円
土
曜
叺
午
後
一
　

時
?
一
時
卜
分

内

容
　
は

り
絵
ほ
か

作
品

対
象
　

六
し
歳
以
上
の
区
民

定
員
　

示

に
名
(

費
用
無
利
)

申
込
方
法
　

直
接
窓
囗
よ
た
は
電
謡

申
込
期
限
　

十
二
月
二
|

七
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
公
館
　

八
五
九
一

九
匕
一

二

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査
・
石
油
等

消
費
構
造
統
計
調
査

今
年
む
↑
二
り
ア
H
現
在
で

二
L
騫
統
乱
調
査
」
、
「
石
油
等
消
賢

構
造
絖
・
計
調
査
」
ご
石
の
統
計
調

査
が
実
政
さ
れ
ま
す
。
、
卜
二
月
下
旬

か
ら
来
作
川
に
か
け
て
、
調
査
員

が

各
亊
某
町
を
防
問
し
ま

す
の
で

、

二

協
力

を
お
願
い
し
ま
す

了
案
統
計
調
査
一
は
わ
が
凶
の

T
業
凵
実
態
々
一
明
-
り
か
に
す
る
た
め

裂
造
業
に
属
づ
る
す
ぺ
て
力
事
業
所

を
対
象
に
紅
年
凋
査
し
て
い
る
む
の

で
す
。「

6
汕
等
消
費
構
造
統
‘
む
凋
夷
」

は
、
昨
年
1
こ
エ
T
印
ギー
消
賢

囀
渣
統
計
調
食
`
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
も
の
で
昨
今
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に

対

り
る
内
外
の
厳
し
い
情
勢

か
ら
。

石

柚
呪
中
心
と
す
る

平
不
エ

ギ
ー
消

費
力
火
態
々
は
抑
す
る
目
的

か
ら
名

称
が
変

ご

に
も
の
て
弋

凋

査
の
対

象
は

従
業
と
I
〒

夊
以
L

の

製
遺
業

と
な
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
調
査
紬
果
は
、
都
市

計

画

、
地
嫉
闘
発
計
画
、
石
油

等
の

エ

ネ

ル
ギ
ー
吋

策
、
巾
小
企
業
対
策

な

ど
カ・
重
要
な
賢
利
と
し
て
、
国
民

生

活
の

広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
ま

す
。

く

わ
し
く
は
、
統
計
係
へ

。

図
書
館
の

臨
時
開
館

開
館
日
時
　
一
川
四
口
(
水
)

午
前
旄
畤
～
午
後
乙
時

問
合
せ
先
　
尺
内
各
図
S
館
へ

昭和59年4月1日に

新しい中学校が
開 校 し ま す

区
'
ぺ
教
育
環
境
の
i
ふ
・

拔
八

施
策

六

つ
と
し
て
畦
全
々

幸
咬

遭
可

一一
ゆ
と
卜
あ
る
れ
介
ふ
・

め
ざ
I
そ

、
過
密
校
解
消
、
施
礎

刀
整

備
、
充
実
に
取
り
粨
ん
て
卜

よ
す

が
、
采
年
四
月

盲

に
新
た

に
中
学
校

が
開

校
し
ま
弌

新
し
く
開
校
す
る
学
校
　
区
皀
加

賀
巾
学
校
(

加

賀
二
丁

川
一

五

-

三
)

通
学
区
域
　
麑
浜
八
r
囗
～

し
・
函
(
祁
甘
住
宅
号
　

楝
～
十
弓
棟
ふ
、
除
く
)
・
一
友
～

二

べ
加

賀
一
丁

目
・
加
賀
・
丁

川
(

令
域
)

、加
賀
皿
陷
町

兄

番

地
!
E

番
地
夕
'除
く
)
、北

鹿
翦
町

令
域

谷
在
亮
一
丁
目

二
!

ゴ
'

、
鹿
浜
(

丁
目
一

圭

二

、皿

沼
一
丁

日
・
皿
沼

ご
丁
目
・
皿

沼
二
丁

目
(
全
姓
)

※
従
米
区
霆

第
(

巾
幸
佼
に
通
学

し
て
い
た
谷
n

亰

丁

目
地
区
に

つ
い
て
は
、
采
り
四

冂
一
卜
か
ら

呵

に
四
町
卵

巾
乍
校
に
通
学
区
域

が
変
吏
に
な
口
ま

す
、

問
合
せ
先
　
T

亊
係

区民憲章記 念像 制 作進む
―元渕江公園―

元
溯
江
公
園
に
ブ
ロ
ン
ズ
製
(
写

真
)
の
区
民
憲
章
制
定
記
念
嫩
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
气

こ

の
像
は
、
区
制
五
卜
周
年
配
念
事
集

と
し
て
制
作
さ
れ
る
も
の
刄

区
民

憲
章
か
掲
げ
る
平
和
で
曼
か
な
ふ
る

さ
と
足
立
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

作
者
は
、
区
内
の
彫
家
家
輿
海
徳

太
明
氏
で
す
。記
念
像
の
礎
石
に
は

区
民
憲
章
が
刻
ま
れ
、
礎
石
内
に
は

来
る
べ
き
区
割
百
周
年
を
期
し
て
、

足
立
の
現
在
の
風
俗
賢
科
や
情
報
を

収
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
設
さ

れ
ま
す
。
記
念
像
の
除
幕
式
は
。
来

年
四
月
の
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
地
域
寂
興
課

( カ ッ ト)

永
田
千
枝
さ
ん

(
江
北
六
丁
目
)

□
ウ
ッ
デ
ィ
パ
ラ
ダ
イ
ス
部
員
募

集
(
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ギ
タ
ー
)

日
時
　
毎
週
火
曜
凵
、
午
後
八
時

場
所
　
青
年
館

問
合
せ
先
　
保
科
　
べ
凡
九
-
　

四
九
几
七

□
ジ
ャ
ギ
ー
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
　
毎
遇
金
一
日
、午
後
七
時

三
十
分
～
九
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
』二
十
歳
以
下
の
方

費
用
　
入
会
金
二
千
円
、会
費
三

ヵ
月
四
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
荒
井
　
八

五
五
一
三
〇
(
(

□
法
律
研
究
会
会
員
募
集

日
時
　
毎
月
銷
冐
曜
日
、午
後

一
時
か
ら

場
所
　
平
野
団
地
集
会
所

費
用
　
川
四
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
山
本

　
(
　

五
凡
土
(
二
七
七

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
　

(
〒
Ⅲ

千
佳
一
-

四
一

一
八
)

掲
示
板

年
末
年
始
の
清
掃
作
業

年
末
は

、
ゴ
ミ
か
大
幅

に
増

え

ま
す
の

弌

早
目
に
出
し
て
く

だ

さ
い

。

▽
普
通
ゴ
疋
(

容
器

、
分
別
)

▽
粗
大
ゴ
ミ

▽
し
尿
口
収
輿

く
わ
し
く
は
、足
立
東
(
　
(

(
九
-
O
七
コ
)
・
足
立
西
清

掃
事
祷
所
(
　
(
五
(
。
。-
三
四

一
)

へ

。

改
正
さ
れ
ま
す

地
域
別
最
底
賃
金

東
京
都
に
お
け
る
地
域
別
最
低

一
金
か
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

▽
日
額
　
三
千
四
百
五
十
八
円

▽
時
間
額
　
円
百
五
十
二
円

く
わ
し
く
は
、
東
京
労
働
基
準

勗
賃
金
課
(
　
(
一
四
一
五
三
七

一
)
、
ま
た
は
足
立
力
働
基
準
監

恆
署
(
　
(
(
ニ
ー
一
入

七
)

へ
。

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
　
二
月
五
日
(
日
)
午

前
十
時
～
午
後
一
時

保
留
地
区
画
　
大
区
画

現
地
案
内
　
一
月
二
十
(
日

(
土
)
・
二
十
九
日
(
日
)
午

前
十
時
?
午
後
三
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
溯
江
土

地
区
画
整
理
結
合
事
務
所
(
保

木
閲
四
上
ヱ
(
I
一

　
(
(
　

四
一
二
〇
六
三
)

郵
便
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

最
新
版
の
郵
便
番
号

障
を・
全
世

帯
に
お
届
け
し
ま
し
气

ま

だ

、

届
い
て
い
な
い
方
は

。
最

寄
り
の

郵
便
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い

。

▽
足
立
郵
便
局

　
(
(

二
-

三

一
左
(

▽
足
立
叫
郵
便
局

　
(

九
六
-

二

二
一
五

▽
足
立
北
郵
便
局

　
八
(
四
-

一
四
七
七

年
末
は
交
通
事
故
が

多
発
し
ま
す

年
の
瀬
に
な
る
と
、
な
に
か
と

あ
わ
た
だ
し
く
、
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
き
、
供
彎
無
視
等
の
無
課
運

転
か
目
立
ち
ま
す
。ま
た
、
飲
酒

の
機
会
も
増
え
飲
酒
連
転
に
な
り

が
ち
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
。
気
を
つ
け
て
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
I
つ
。

忿
内
三
一
県
!

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

綾
瀬
警
祭
一
の
I
話
番
号
が

十
二
月
か
ら

六
二
〇
匚
○
一

一
〇
に
震
わ
り
ま
し
爬

訂
正

人
権
遍
間
三
十
五

周
年
妃
念
特
集
号

(
十
二
月

七
日
発

行
)

の
見
出
し

に
誤
り
か

あ
り

ま
し
た
。
町
正
し

て

匐
詫

ぴ
し
ま

す
。

(
正
)

世
界

人
権
宣
言
三
十
五
周

年
配
念

全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(一
)

世
界
人
権
宣
言
三
十
周
年

記
念
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



昭和58年12月20日 あ だ ち 広 報 ( 4)

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

昭和58年2 月、老人保健法の施行に伴い、
医療に関する収入、支出を計上するため設定
されたものです。

国民健康保険特別会計

この会計は、妓保険者か負担する保険料と
国および都の支出金などを財源として、療養
給付や高額療養費の支払いおよび保健施設の
運嘗などを行ってい ます。

一般会計
一般会計は、特別会計以外のあらゆる
行政に要する収支を経理するものです。

〔歳入〕

〔歳出〕

昭和57年度一般会計決算の財源別性質別内訳

職員の給与等に ついて
職貝の給与などの状況を区尺の皆さんに知っていただくため、概要をお知らせします。
足立区では、福祉、教育、土木など、区尺生活にかかわるさまぎまな仕事に廠員が従
事しています。
これら廠貝に対しては、それぞれの職務と責任I二応じた給りか支給されています。
この職艮の給与l j 、23Kが共同で設置している特別【7( 人事委員会が専門的・11立的立場
か八毎年特別l ) ( 内の民間1叢の給与実態やt J t 費等を飼査L、さらに国や他の地方公共
団休の給与なども考直して、適j Eな給与を勧告し、区はこれを受けて、区議会の審議を

経て条例により決定しています。

一般行政職の 等級別職 員数の状況 ( 58年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別
平均 給料月額の状況 ( 58年4月1日現在)

期末・助勉手当の支給割合 ( 57年度)

○ 期末・助紬手当は民闕企業のボーナスなどに相当する
ものです。

特別職の報酬などの状況 ( 58年12月20日硯在)

○ 特別職には一鰻職員と異なI J 、扶養手当、通助手当、

住居手当、勤勉手当等が支給されません。なお、毒員
には。退職手当も支給されません。

職員の平均給料月額及び
平均年齢の状況

( 58年4 月1 日現在)

退職 手当の支給率 ( 58年4 月1 日現在)

○ 勧奨退職者の支給摩は、昨年度から段階的
に引き下げられ、60年度からは、最高限度
前月分となります。

○ 57年度中に退職した1人平均の支給碩は、
自己都合退廠者2, 2・・千円、勧曩退職者18, 6

69千円となっています。

人件費の状況( 一般会計決算) ( 57年度)

○ a 出額は、区が昭和57年度中に支出した総金額です。
○ 人件費は、職員に支給される給与と区長や議員など特別廠
に支給される驚料・報酬 一手当のsjか、社会保険科などを
含む経費です。

職員給与費の状況( 一般会計予 算) ( 58年度)

○嶋与費は、当初予算に計上された韻です。
○ 『その飽の手当』のうち、主なものは、扶養手当、調整手

当、通勤手当、住居手当などで、退廠手当は含まれていま
せん、

職員の初任給の状況 ( 58年4 月1 日現在)

S. T　239, 000


